
 

 

 

 

 

交通は、社会活動・経済活動を維持発展させていく基盤と

して、重要な役割を担っています。 

本市は、首都圏でも有数の広域都市であり、公共交通の整

備が十分でない地域も多く、市民の主たる交通手段は、自家

用車に大きく依存している状況となっています。 

近年、高齢社会の進行にともなう自動車を運転できない高

齢者の増加や、自動車排出ガスによる環境負荷等が懸念され

る中、過度に自家用車に依存せず、市民の誰もが安心・安全

で容易に多様な交通手段を利用できる交通環境づくりが求

められています。 

また、公共交通利用者の減少から、鉄道やバス路線の維持も、交通事業者の経営努力

だけでは難しくなっており、地域の公共交通の活性化も課題となっています。 

このような背景を踏まえ、本市では、「多彩な地域特性が輝き、人・地域の活発な交

流を支える交通」を基本理念とし、今後の交通施策展開の指針となる「市原市交通マス

タープラン」を策定しました。 

今後、ますます多様化する交通ニーズに対し、交通環境を整備していくためには、住

民、交通事業者、行政による協働・連携が不可欠です。 

そのため、本計画の策定にあたっては、関係事業者や市民の方々と多くの協議を行っ

てきた中で、それぞれの役割分担を明確に示した内容となっています。 

今後、それぞれの地域で、一つでも多く選択できる交通手段を増やすため、「連携・協

働」、「意識啓発」、「地域特性」の視点から、本計画の実現に向け、全力を傾注してまい

りますので、皆様のより一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

最後に本計画の策定にあたり、ご尽力を賜りました日本大学および策定検討委員の皆

様、ニーズ調査ご協力くださいました市民の皆様をはじめ、貴重な意見をいただきまし

た多くの皆様方に、心よりお礼を申し上げます。 

 

 

平成２２年５月  

 

     市原市長 佐久間 隆義

 

 

 

 



 

 

        目次           
 

１．はじめに            

１－１ 交通マスタープラン策定の趣旨・・・・・・・・・１ 
１－２ 交通マスタープランの位置づけ・・・・・・・・・２ 
１－３ 上位および関連計画・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

２．市原市の現状           

２－１ 社会経済状況・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 
２－２ 交通状況と今後の動向・・・・・・・・・・・・１８ 

 

３．市原市の交通特性と課題    

３－１ 社会情勢からの課題・・・・・・・・・・・・・４３ 
３－２ 交通特性からの課題・・・・・・・・・・・・・４５ 
３－３ 地域特性からの課題・・・・・・・・・・・・・５２ 
３－４ 市原市の特性と課題のまとめ・・・・・・・・・５７ 

 

４．交通ビジョン           

４－１ 基本理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８ 
４－２ 基本方向および基本方針・・・・・・・・・・・６０ 
４－３ 将来の交通イメージ・・・・・・・・・・・・・６３ 
４－４ 将来の交通体系・・・・・・・・・・・・・・・６５ 
４－５ 土地利用区分および交通手段別の方針・・・・・６８ 
４－６ 地域別の方針・・・・・・・・・・・・・・・・７１ 

４－７ 各主体の役割と連携・・・・・・・・・・・・・８４ 
 

５．交通基本計画          

５－１ 市民ニーズと公共交通・・・・・・・・・・・・８６ 
５－２ 交通基本計画の視点・・・・・・・・・・・・・９３ 
５－３ 交通施策の体系整理・・・・・・・・・・・・・９７ 
５－４ 施策内容と目標設定・・・・・・・・・・・・・９８ 
５－５ 交通手段別施策の内容・・・・・・・・・・・１２２ 
５－６ 地域別施策の内容・・・・・・・・・・・・・１２６ 

 

６．運用方法           

６－１ 進行管理の考え方・・・・・・・・・・・・・１４７ 
６－２ 評価指標・・・・・・・・・・・・・・・・・１５０ 

挑戦目標と算定方法一覧・・・・・・・・・・１５１ 
施策の実施時期と事業主体一覧・・・・・・・１５２ 

   資料編 

■市民アンケート調査集計結果・・・・・・・・・・・１５３ 
■市原市交通マスタープラン策定検討委員会委員名簿・１６６ 
■策定の経緯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６７ 
■用語解説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６８ 


